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・2023 年寒行報告 

・保育園での演武 

・発表会 
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新型コロナウイルス（以下コロナ）の影響で２

年もの間、行事という行事が出来ず歯がゆい気

持ちになりましたが、同時に色々と見つめなお

す機会にもなりました。コロナが流行し始めた

時、「次の寒行は滝行にしよう」という会長の何

気ない話から、インターネットで情報を集めて

色々な場所を見て回り、最終的に木原先生(居合

/三田道場)提案の神戸市北区淡河町にある勝雄

不動滝で実施する事に決定しました。 

当会で初となる滝行は期待と不安が入り混じ

ります。やはり一番は安全面。また使用条件は

どうなのか等の問題点。 

これらの問題点を解決しなければ、案内を出

す事すらできません。 

まず使用条件を神戸市に確認し、当日行事がない事や火の使用など許可を 

頂き、それから指導員が下見をして安全面をチェック。その結果、未成年者 

には危険が伴う事がわかり、一般有段者の有志で行う事になりました。 

１月９日（成人の日）、拳法と居合の門下生は険しい山道を登り、軽い基本 

練習を行ったあと一人ずつ滝に入り(希望者のみ)、気持ち新たに下山しま 

した。来年も恒例行事となる事でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年寒行報告 
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２０２３年 1 月３１日 神和認定こども園(三木市)にて       
 当会会長の友人の保育士さんから依頼を受け、保育園で太極拳を披露して園児にも体験してもらいました。 

 なんでも中国に関する絵本を読んでいて、太極拳がどんなものかを知りたいとの事。 

 元気はつらつの園児たち、すぐに真似をして自分の動きにしてしまうところは「おみごと！」といった感じです。 

 常にエネルギッシュな園児たちから逆にパワーをもらいました。ありがとうございました！ 

 

 

 

 

矢部、今住、武居の 3 名の指導の下、受講生の皆さんが日頃の練習

成果を発表してきました。 

緊張感の中、皆さん堂々と表演されて見学にきた宗師も満足の表情。 

コロナ禍は発表会もなく、目標を見失いそうになった事もありました

が、またこうして発表会やイベントもできるようになり、徐々に元の生

活に戻ってきた事を嬉しく思います。 

普段の「あたりまえ」はあたりまえではなく、一日一日特別な日であり、

大切に生きなければいけないと改めて感じました。 

 

２０２３年２月１７日 四季の森学習センター 
 

 

保育園での演武 

令和 4 年丹波篠山市高齢者大学合同学習発表会 
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スペシャルオリンピックス（以下 SO）をご存じでしょうか。 

SO は知的障がい者のスポーツ支援を通じ、社会性、コミュニティ性、

体力アップ等々を目的とした、世界規模の団体です。 

弊会宗師が北神戸三田プログラム(支部)を創設したのが 17 年前。ご

縁あって、宗師がボランティア代表を引き受けて今日まで来ていま

す。当プログラムは主に水泳指導。スポーツクラブ AXTOS 様のご好

意で毎月プールを使用させて頂いています。 

 17 年前高校生だった子ども達も現在では立派な成人になり、2 月

11 日は現役と卒業生相混じっての 15 周年パーティーとなりました。(※コロナの影響で 2 年延期。実質的には 17 周年) 

保護者、コーチ、ボランティアの皆様や弊会最高顧問の関口正人先生にも駆けつけて頂き、楽しく盛大に開催する事ができま

した。深く御礼申し上げます。 

 

 

 

●【拳法】北町道場移転のお知らせ（移転時期は近々 ※2023 年 5 月現在） 

  名称は「Vivo 北町道場」より「神戸北町道場」と変更致します。 

 

★今号の表紙 

勝雄不動滝 かつおふどうたき (神戸市北区淡河町) 

勝雄の滝ともいい、高さ 10m 以上ある。滝の由来について、古老伝承によれ

ば、豊臣秀吉が淡河城を攻略した後、三木城を包囲する際、その戦勝を祈っ

てこの滝つぼに牛の首をささげたということであり、その信仰の歴史は非常

に古いと思われる。岩間を見ると、いつの時代に祭られたのか分らないが、

不動尊像(石造で扇形不動明王とも呼ぶ) が祀ってあり、不動滝は、このとこ

ろから名づけられたようだ。その周辺に二つの祠があり、一つは稲荷社で、

他の一つは猿田神社といい、いずれも昭和の初期に篤志家が奉斎したもので

ある。今でこそ滝への登り道はかなり整備されて歩きやすくな っているが、

昔は渓流沿いに岩石を踏み越えたり、浅瀬を渡ったりして参詣したようだ。

なお、毎月 28 日が祭礼日にあたる。また、毎年 3 月 28 日は大祭が行われ

る。遠くは阪神、姫路方面からも多くの参拝者がここを訪れる。 

(勝雄里づくり計画/神戸市ＨＰより抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

-お詫びと訂正- 

前号「今号の表紙」での氏名が間違っていました。正しくは 「森本龍凰 もりもとりゅうおう」 です。お詫びすると共に訂正いたします。 

更新情報 

【編集後記】 

初めての滝行。といっても私は滝には入らなかったのですが...(^_^;) 

滝行を間近で見るのも初めてで、滑りそうな岩の上での行を見ているだけでハラハラドキドキ。滝に入った人に聞くと、冷たか

ったのはもちろんですが水の勢いで頭や耳が痛くなるほうが辛かったそうです。経験してみないとわからないことですね。 

滝の良い波動をたくさん浴びて、心もすっきり、清々しい気持ちで下山しました。(今住) 

祝！15 周年 


